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行
持
予
定 

◎
年
末
除
夜
法
会 

　
左
記
の
通
り
、
除
夜
法
会
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
除
夜
の
鐘
は
夕
方
の
一
七

時
よ
り
お
撞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う

ぞ
早
め
に
お
詣
り
下
さ
い
。 

一
二
月
三
一
日 

一
七
時
〜
　
除
夜
の
鐘 

二
三
時
四
五
分
〜 

除
夜
新
年
祈
祷
法
要 

◎
新
年
祈
祷
会 

　
正
月
元
日
は
、
午
前
一
一
時
か
ら
、

新
年
大
般
若
の
ご
祈
祷
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
な
お
、
同
時
に
特
別
祈
祷
札
も
お
申

し
込
み
頂
け
ま
す
。
　 

　
厄
年
の
厄
除
け
、
合
格
祈
願
、
病
気

平
癒
、
家
内
安
全
、
良
縁
成
就
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
御
札
を
作
成
し
、
正
月
３
が 

日
の
毎
日
懇
ろ
に
祈
祷
し
ま
す
。 

　 　 　
こ
れ
ら
の
特
別
祈
祷
は
、
左
記
の
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
ご

記
入
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

　
祈
祷
料
は
御
札
代
を

含
め
て
三
千
円
で
す
。 

◎
古
い
御
札
な
ど
に
つ
い
て 

　
古
い
御
札
や
仏
画
等
の
ポ
ス
タ
ー
、

軸
な
ど
は
、
大
晦
日
ま
で
に
お
寺
に
お

持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
晦
日
の
晩
に
お

焚
き
上
げ
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
位
牌
や
仏
像
な
ど
特
別
に
精

抜
き
や
供
養
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ
る

場
合
は
、
別
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

◎
涅
槃
会 

　
左
記
の
通
り
、
涅
槃
会
法
要
を
行
い

ま
す
。
市
文
化
財
の
涅
槃
図
を
お
祀
り

し
供
養
し
ま
す
。
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

　
日
時
　
二
月
一
五
日
　
九
時
〜
　 

※
前
日
十
四
日
の
九
時
か
ら
涅
槃
団
子

作
り
を
行
い
ま
す
。
町
内
の
当
番
で
作

り
ま
す
が
、
お
時
間
の
都
合
の
つ
く
方

は
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。 

観
音
奉
納
旗
の
募
集
に
つ
い
て 

　
新
た
に
境
内
に
石
造
欄
干
を
整
備
し

た
こ
と
を
受
け
、
今
回
、
恵
那
観
音
霊

場
の
奉
納
旗
を
新
調
し
ま
す
。 

　
三
〇
本
限
定
で
募
集
し
ま
す
。
一
本

三
千
円
。
連
名
に
よ
る
奉
納
も
可
能
で

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
お
寺
ま

で
、
旗
代
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
来
年
三
月
末
ま
で
。
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